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０．目次に代えて －15年間の足跡－
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 年目

金沢大学未来ビジョン『志』 オール金沢大学で「未来知」により社会に貢献する
あるべき姿〔教育〕社会の中核的リーダーたる“金沢大学ブランド人材”の輩出

ホップ
〔ｶﾘｷｭﾗﾑ改革や大学院改組も並行〕

ステップ
〔文理横断から文理融合へ〕

ジャンプ
〔融合学域創設やコロナ禍対策も〕

Ｈ20(2008)年度
１．学部・学科
から学域・学類
制移行を断行

Ｈ28(2016)年度
２．国際基幹教
育院を創設し、
共通教育を一新

Ｒ２(2020)年度
３．STEAM人
材育成を目指す
モデル事業策定

Ｒ３(2021)年度
４．入試改革を
断行（後期廃止
や高大接続等）

Ｒ３(2021)年度
融合学域設置／
３年間で３学類
／学士（学術）

Ｈ30(2018)年度
新学術創成研究
科設置／全国初
融合科学の学位

Ｒ３(2021)年度
共通教育科目の
ＧＳ科目に第６
群新設

◆Ｈ20年度以降「文理横断・文理融合」に資する学類・専攻を創る場合のみ改組・新設 富山大学との
学 域：フロンティア工学類、医薬科学類、先導学類、観光デザイン学類、スマート創成科学類*、共同教員養成課程、等
大学院：教職実践高度化専攻、先進予防医学共同専攻、融合科学共同専攻、ナノ生命科学専攻、等

Ｈ25(2013)～
29(2017)年度

学年進行により
旧８学部を廃止

Ｈ21(2009)～
28(2016)年度

大学院改組断行
専攻を大括り化

中央教育審議会大学分科会 第２回大学振興部会 Ｒ 4. 7. 11
説明：学長補佐（教育改革・学修支援）・教学ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ長・教授 片岡邦重

学長補佐（入試・学生募集・高大院接続・大学院改革）・教授 谷内 通

＊スマート創成科学類はＲ５設置申請中で仮称

★Ｒ３学生生活実態調査（対象：学域学生全員、回収：54％・4,167名）
Ｑ：全てを総合して金沢大学学生としての満足度は？ Ａ：満足している 94％

資料２
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１．学部・学科制から学域・学類制への移行を断行〔平成20（2008）年度〕
◆８学部25学科＝＞３学域16学類＝＞（Ｈ30）３学域17学類＝＞ 15年後（Ｒ５）４学域20学類へ

・背景：①どこを志願すれば本当に自分が学びたい分野が学べるのか、正確なイメージが困難化
②社会的要請の高い新領域での教育研究に、積極的に取り組むことを妨げる要因の場合も

・特長：①学生は、学部より大きな「学 域」・学科より大きな「学類」に籍を置く〈大括り化〉
②教員も、学部より大きな「研究域」・学科より大きな「系」等に籍を置く〈教教分離〉

・評価：①幅広い内容と柔軟な制度を持つ教育体制を構築〈学生募集単位は半数に：他大学も追従へ〉
②教育研究領域の新設、入学者選抜の改革、共通教育の刷新、Late Specialization 等に進展
＝＞新学術創成研究科〔修士・博士（融合科学）Ｈ30〕、融合学域〔学士（学術）Ｒ３〕の設置も

◆前例踏襲や囲い込みを排して本学の「間断なき改革文化」を醸成し、現在の『未来知』創成へ
◇同年開始の「ノートパソコン必携」がコロナ禍でも威力を発揮、令和２年に２週間で遠隔授業開始

・現在：不確実性が高く将来の予測が困難な VUCA時代を先取りし、『未来知』創造人材を養成
Volatility（ボラティリティ：変動性）、Uncertainty（アンサートゥンティ：不確実性）、
Complexity（コムプレクシティ：複雑性）、Ambiguity（アムビギュイティ：曖昧性） ＝＞「文理融合教育」の進化

金沢大学は、本学の活動が21世紀の時代を切り拓き、
世界の平和と人類の持続的な発展に資するとの認識に立ち、
「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」の位置付けをもって改革に取り組む。
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２．国際基幹教育院を創設するとともに、共通教育（ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ）科目を一新〔平成28（2016）年度〕
◆リベラルアーツ教育の質保証のため、全学出動方式の約 3,000科目を統廃合し、全学統一のＧＳ科目に集約

・現在：共通教育科目の標準的な要修得単位数は36単位で、導入科目（３単位）、ＧＳ科目（15単位）、
ＧＳ言語科目（８単位）、基礎科目又は初習言語科目（８単位）、自由履修科目（２単位）。

金沢大学は、自己の使命を国際社会で積極的に果たし、知識集約型社会の中核的なリーダーとなって、
常に恐れることなく実社会における様々な困難に立ち向かっていける“金沢大学ブランド”人材の育成を
教育上の大きな目標とし、この人材像を「金沢大学＜グローバル＞スタンダード」（KUGS）と定義。

令和３（2021）年度
「KUGS」を進化させ、
新たな社会変容に対応した
「第６群」の新設に結実

国際基幹教育院では
・専任教員の配置
・内製の統一教科書
の使用（和英版）

・全学統一単位区分
・学生は全所属混在
・一括入試入学者は
総合教育部で学修

・TOEIC受験義務化
->全学類・専攻で
指定スコアを
卒業修了要件化
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３．社会課題を解決へと導く、STEAM人材の育成を目指すモデル事業を策定〔令和２（2020）年度〕
◆文理融合型教育の拡充と学生の人間力形成を教育改革の実績に、４つの実施項目を策定

【項目①】文理融合の新たな教育組織の設置「融合学域先導学類」を新設

【項目②】全学生を対象にSTEAM教育を必修化し、専門教育でもリベラルアーツ教育を拡充
◇共通教育のＧＳ科目に第６群「新しい社会を生きる」を新設し、３単位必修に

◇専門教育の学域ＧＳ科目（学域を構成する専門分野俯瞰科目・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ科目含む）を６～８単位必修に

■大学院教育でも大学院ＧＳ科目を全研究科で拡充〔令和４（2022）年度入学者から〕

金沢大学は、文部科学省大学教育再生戦略推進費の知識集約型社会を支える人材育成事業に
「融合した専門知と鋭敏な飛躍知を持つ社会変革先導人材育成プログラム」を申請し、
メニューⅠ：文理横断・学修の幅を広げる教育プログラムと幹事校で採択（Ｈ２～６）

融合学域 ： 融合した専門知と鋭敏な飛躍知を併せ持つ
令和３年度 先導学類 ： 社会変革先導人材へ

４年度 観光デザイン学類 ： 観光価値創出人材へ
５年度 スマート創成科学類*： 未来科学創成人材へ

知識集約型社会での位置付け

先見性・多様性・柔軟性

突破力・人間力・創出力

広範な分野にわたる教養と文理融合の知見を醸成し，
課題発見・解決の知を展開することで，地域と世界に
貢献することを理念とし，知識集約型社会で中核的
リーダーシップを発揮できるイノベーション人材を
養成することを目的とする。

学域の理念と目標

Science ┃Technology・Engineering ┃Arts ┃Mathematics
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾃｯﾄﾞ科学 ┃ＡＩ入門，情報の科学 ┃ﾃﾞｻﾞｲﾝ思考入門 ┃論理学と数学の基礎

融合学域の例 ┃アカデミックスキル，プレゼン・ディベート論，イノベーション基礎，
５科目６単位必修┃数理・データサイエンス基礎及び演習（２単位），デザイン思考
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博士前期・修士課程 ┃博士後期・博士課程
大学院ＧＳ基盤科目・４単位必修 ┃大学院ＧＳ発展科目・４単位必修
〔研究者倫理、ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ、＋α〕┃ 〔社会課題、異分野協働、国際実践、＋α〕

＊スマート創成科学類はＲ５設置申請中で仮称
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【項目③】全学域学生を対象に特別プログラム「先導STEAM人材育成プログラム」を開設

人間力

俯瞰力

提案力
実践力
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協働力

幅広い教養と人間力を横軸に
深い専門性を縦軸に取る
Ｔ字型社会変革人材
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【項目④】学修者本位の教育の実現を目指して「教学マネジメントセンター」を設置
◇学長補佐をセンター長に、教授２名・特任助教１名を配置し、
ＦＤ・ＳＤ、教学ＩＲ、教育ＤＸ、知識集約事業等を所掌

【事業全体の目標達成状況】（Ｒ４：３年目開始時）

①融合学域の設置＝＞Ｒ３学域と先導学類設置、Ｒ４観光ﾃﾞｻﾞｲﾝ学類設置、Ｒ５ｽﾏｰﾄ創成科学類設置申請
・融合学域の志願倍率（前期日程・一般選抜←本学は後期日程なし）

先導学類：初年度 3.5倍、２年目 3.0倍、観光デザイン学類：初年度 3.0倍（いずれも学内屈指）

②先導STEAM人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（KU-STEAM）の新設
・計画前倒しで、Ｒ３後期から導入科目３科目開講・約 100名受講、ﾗｰﾆﾝｸﾞ･ｺﾐｭﾆﾃｨ形成の整備
・Ｒ４全学域対象ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ導入科目「融合先導知実践演習」の抽選倍率２倍超
＝＞事業参画学生：Ｒ３実績 1,864名、Ｒ４実績 3,031名（１年次 1,065名、２年次以上 1,966名）

・Ｒ４参画教員を68名に拡充 ・パンフを配布、履修ガイダンスや説明会を連続的に開催
③学士課程のリベラルアーツ科目である共通教育ＧＳ科目と学域ＧＳ専門科目の拡充
・数理・データサイエンス・ＡＩ教育、デザイン思考等、新しいリベラルアーツ教育を全学展開
・共通教育ＧＳ科目第６群は延べ 3,917名が受講 ・大学院全研究科へ必修科目配置し接続

④全学的な教育改革を先導する教学マネジメントセンターの設置
・Ｒ２設置、Ｒ３からＦＤ・ＳＤ及び教学ＩＲを刷新し、ＦＤ研修は13回開催・ 1,149名参加

令和４（2022）年度
本学の教育研究組織の最上位に

「未来創成教育環」を設置
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・国際基幹教育院 （Ｈ28）
・高大接続コア・センター （Ｈ30）
・教学マネジメントセンター（Ｒ２）
・数理・データサイエンス・ＡＩ教育センター（Ｒ４） 他

学修者本位教育への転換と
「自ら学び、自ら育む」教育環境を提供
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４．文理分断の高校教育を文理融合の大学教育に接続すべく入試改革を断行〔令和３（2021）年度〕
◆金沢大学を第１志望とする多様な志願者をより広範に受入れると共に、質の高い入学者を確保

・背景： 2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（H30.11.26付中教審答申）を踏まえて、
『基礎的で普遍的な知識・理解と汎用的な技能を持ち，その知識や技能を活用でき，ジレンマを
克服することも含めたコミュニケーション能力を持ち，自律的に責任ある行動をとれる人材』を

・内容：①後期日程廃止、②特別選抜（と一般選抜一括入試の）募集人員を入学定員の30％に目標設定、
③個別学力検査で要３教科・科目、④個別学力検査配点60％以上かつ英語配点20％以上、
⑤主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を評価（調査書の主体性等評価：詳細非公表）、
⑥高大接続プログラムの開設とその修了者へのKUGS特別入試への出願資格付与（詳細次頁）、
⑦金沢大学コンテストの実施とその授賞者への超然特別入試への出願資格付与（詳細次頁）、
⑧学類独自の新たな特別選抜の導入、⑨英語外部試験ｽｺｱの活用、⑩編入学定員の拡大、他。

金沢大学は、KUGSに適う資質と能力の開花を少なくとも確かな可能性として示すだけでなく、
なによりもこのような人材になろうとする高い志と強い気概を備えた人物の入学を期待する。

【一般選抜】■前期日程 ／文系傾斜・理系傾斜、３学類一括、２専攻併願もあり
【特別選抜】■KUGS特別入試 ／総合型選抜、学校推薦型選抜 、英語総合選抜 #高大接続プログラム修了を課す

■超然特別入試 ／A-lympiad 選抜、超然文学選抜 ＊金沢大学コンテスト受賞を課す

■薬学類・高大院接続入試、社会人選抜、帰国生徒選抜、国際バカロレア入試
■在外留学生推薦入試、私費外国人留学生入試、国費外国人留学生選抜（本人選択型・優先配置枠型）
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＃R4入試より ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｲｴﾝｽｷｬﾝﾊﾟｽ (GSC)でも可
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【平素の努力のプロセスを評価】KUGS高大接続プログラム受講から「KUGS特別入試」への流れ
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世界大会派遣 受賞作品集刊行

【特異な才能の発掘】数学的又は文学的に特異な才能の発掘から「超然特別入試」への流れ

【問い合わせ先】金沢大学学務部学務課 担当：学務企画係 gakukikaku@adm.kanazawa-u.ac.jp
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